
東京湾を守った
人工島「第一海堡」

昭和33年（1958年）

・第一海堡は明治時代、富津岬の沖に
築かれた人工島です。
現在は千葉財務事務所が管理しています。

・当時としては、とても挑戦的で先進的
な工事でした。その技術は今の海洋工事にもつながってい
て、第一海堡は “海洋工事の基礎をつくった存在”と言わ
れることもあるほどです。

築造時期 明治23年（1890年）竣工

築造場所 富津岬の先端から1.2km
水深５ｍほどの海上

築造費用 総額154万円（現在の価格で約130億円）

築造方法 70,000m3の石材、130,000m3の砂を使用し、
32万人の人夫が使役されました。

・東京湾の入口は、富津岬（千葉）と
観音崎（神奈川）の間がギュッと狭く
なっています。東京に海上から外敵が
侵入するのを防ぐために第一海堡が築
かれました。

だ い い ち か い ほ う

令和８年（2026年）

第 一 海 堡 の 過 去 と 現 在

築 か れ た 経 緯第 一 海 堡 と は ？

富津市

［資料］昭和 年 月、米軍撮影33 (1958)3 東京湾口航路事務所

［資料］昭和33年(1958)3月、米軍撮影 ［出典］東京湾口航路事務所HPより

出典：国土地理院「地理院地図（白地図）」 出典：国土地理院「地理院地図（白地図）」

東京湾口航路事務所

※築造時期・費用・方法は東京湾口航路事務所HP掲載資料を参考。築造費用総額及び現在価格換算は同サイト記載内容を基に作成者が算出
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